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スポーツ都市宣言の碑

ビデオ講習

胸骨圧迫

Ｑ１ 体育協会の役割あるいは使命についてのお考えは。
　　「藤沢市を統括するスポーツ団体が６団体ある中で、体育協会は競技愛好者を
　　増やしていくことや、競技力の向上を図り、アスリートを育てることが使命であると
　　ともに主な役割だと考えております。」
Ｑ２ スポーツの推進に向けてどのような取組をお考えですか。
　　「ゲームやレジャーなど、余暇の過ごし方が多様化する中で、スポーツの持つ楽し
　　さや意義について、多くの皆様に知って頂く機会を全加盟団体で実施していきた
　　いと思います。また、色々なスポーツ教室を開催していくことも大切であると考えています。」
Ｑ３ スポーツ連盟との連携協力についてはいかがでしょうか。
　　「健康を維持することや仲間作りをするためには、外へ出てスポーツすることがいかに役立つかを、スポーツ
　　連盟の活動の中で周知し、体験できる機会を構成６団体で力を合わせて作っていきたいと思います。
　　健康寿命日本一を目指して連携協力を進めたいと考えています。」
Ｑ４ 加盟団体に対しての期待は。
　　「少子高齢化の影響もあって厳しい状況ですが、決して諦めずに会員確保に努めて欲しいと思います。
　　そして優秀な選手の育成を図ると共に、本部を運営する役員の人材確保にも力を注いで欲しい。」
Ｑ5 体育協会に加盟する選手や役員の皆さんへお伝えしたいことは。
　　「スポーツの持つ楽しさや意義について自覚し、そのことを大きな声で多くの方に喧伝していただきたい。
　　また、選手生活が終了してもそこで競技を離れるのではなく、後に続く人のために役員として活動を続ける
　　ことを望みたい。」

　「健康で豊かなスポーツライフの実現をめざして」をキーワードに、藤沢市がスポーツ
都市宣言を2021年10月1日に制定してから、２年近く経とうとしています。
　宣言にある“いつでも どこでも  だれでも  いつまでも”を合言葉に、藤沢市体育協会は、
今期（令和５年度／６年度）は、三期目の林会長、新任の青木副会長、佐藤副会長の新体
制となり、林会長に抱負を語っていただきました。会　長　林   良 雄
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競技種目 開　催　日 会　　場
陸 　 上 7/29（土）～7/30（日） 神奈川県立スポーツセンター
軟 式 野 球 10/15（日）～11/19（日）八部公園野球場他
ソ フト テ ニ ス 8/27（日） 八部公園テニスコート
バ レ ー ボ ー ル 6/18（日） 秋葉台文化体育館
バスケットボール 6/10（土）～7/9（日） 秋葉台文化体育館他
卓 　 球 9/3（日） 秩父宮記念体育館
水 　 泳 ７/9（日） 秋葉台公園屋外プール
射 　 撃 7/16（日） 大井射撃場
剣 　 道 8/20（日） 秩父宮記念体育館
サ ッ カ ー 8/15（火）～2/10（日） 秋葉台公園球技場他
山岳・スポーツクライミング 9/18（月・祝） 県立山岳スポーツセンター
柔 　 道 11/19（日） 秋葉台文化体育館
ス キ ー 1/27（土）（調整中） 菅平高原スキー場（調整中）
バ ド ミ ン ト ン 6/10（土）～8/13（日）秩父宮記念体育館
空 手 道 10/15（日） 秩父宮記念体育館
ソ フ ト ボ ー ル 4/16（日）～5/7（日） 天神スポーツ広場他
弓 　 道 7/9（日） 秩父宮記念体育館弓道場
テ ニ ス 7/8（土）～8/12（土） 八部公園テニスコート他
ラグビーフットボール 5/13（土）～1/21（日）秋葉台公園球技場
ハ ン ド ボ ー ル 12/9（土）～12/17（日）秋葉台文化体育館
体 　 操 8/6（日） 秋葉台文化体育館
ゲ ー ト ボ ー ル 11/19（日） 秋葉台公園球技場
ヨ ッ ト 8/6（日） 江の島ヨットハーバー沖
ゴ ル フ 8/28（月） 芙蓉カントリークラブ
ボ ウ リ ン グ 11/23（木・祝） 江の島ボウリングセンター
グラウンド・ゴルフ 11/15（水） 秋葉台公園球技場
ア ー チ ェ リ ー 10/15（日） 御所見の森アーチェリー練習場
バ ウ ン ド テ ニ ス 12/3（日） 秩父宮記念体育館
サ ー フ ィ ン 9/3（日） 鵠沼海岸スケートボードパーク前
ダ ン ス ス ポ ー ツ 1/14（日） 秩父宮記念体育館
カ ヌ ー 10/29（日） 引地川
ス ケ ー ト ボ ー ド 開催日未定
自 転 車 11/25（土） KOASTAL BIKE PARK 

 

＜今年度重点課題＞
　（１） 組織強化に向けた取り組み 
　　　　常任理事会・理事会・４専門部会及び評議員会の充実を図ると共に、自主財源確保に努め、加盟団体の活動を積極的に
　　　　支援し、市民の健康増進に寄与する事業の推進及び新たな会員の発掘に取り組む 
　（２） 強化普及に向けた取り組み 
　　　　各団体の選手育成強化については、これまで通り各団体において進めていただき、その結果・成果に基づく支援については  
　　　　夢基金からの支援を継続する。普及については、組織強化のためにも愛好者の拡充が必要であり、講習会や教室等を一定
　　　　期間開催し、拡充が図られた団体への支援を継続する。
　  １．評議員会、常任理事会、理事会、専門部会（総務事業部会・財務部会・広報部会・強化普及育成支援部会）の開催 
　  ２．藤沢市委託事業の実施 
　　　　（１） 藤沢市民総合体育大会継承大会開催事業 
　　　　（２） スポーツ人の集い開催業務（表彰式典及び講演会） 
　  ３．藤沢市スポーツ関係団体との連携充実 
　　　　（１） 藤沢市スポーツ推進計画２０２９に基づくスポーツの推進 
　　　　（２） スポーツ推進課、(公財)藤沢市みらい創造財団、藤沢市医師会等との連携 
　　　　（３） 藤沢市スポーツ連盟施策の相互協力と連携 
　  ４．本協会の主催行事と共催行事 
               　【主催行事】 
　　　　　（１） ＡＥＤ救命法講習会の開催　 
　　　　　（２） 加盟団体会長会の開催 
　　　　　（３） スポーツ人の集いの開催 

【共催行事】 
（１） 藤沢市医師会と共催でスポーツフォーラムを運営し、健康管理一般等の
　　 講演会を開催 
（２）  「スポーツまつりふじさわ」の開催協力と積極的な参画を図る

令和５年度  藤沢市体育協会事業計画

令和４年度収支決算

令和５年度収支予算
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収入済額
支出済額
差引額

7,203,462 円
6,998,931 円
204,531 円

7,587,000
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1,398,000
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595,000
204,531
219,469

2,070,000

1,550,000

520,000
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1,550,000

520,000

7,587,000

2,051,600

5,333,000

200,000

2,400

収入済額
支出済額
差引額

761,367 円
761,367 円

0 円

＜令和５年度藤沢市民総合体育大会継承大会＞
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　マイナー競技と思
われがちのアーチェ
リーですが、藤沢市
には3つの練習場が
あり、中でも御所見
にはオリンピックと同
じ70ｍ競技が可能

な射場があります。その為市外県外からも登録者が多
く、現在50名を超えるメンバーで構成されています。
　その中にはオリンピックを目指している現役大学
生。広いグランドでメダリストと競い合う試合や、ス
キー場や森で狩りをするスタイルで的を射る試合な
ど、それぞれ全国大会等で活躍しているトップ選手
もいます。そんな強者と共に練習しているのは、家族
と参加する小学生や家庭が一段落した主婦。学生
時代の競技経験者もいれば健康の為に会話と弓を
楽しむ者など、技術の差こそあれ、互いに忖度しな
がら完成度を求めて個々練習しています。僅かな体
のブレと気持ちの乱れがミスにつながる競技。
　自身の心と体、微かな音と振動に全神経を集中さ
て矢を放つ。それを何度も繰り返すのがアーチェリー
です。この日常にはないシューティングの一瞬に虜に
なってしまったのが、私達藤沢市アーチェリー協会の
メンバーです。                                             （白川）

　東京2020で「13歳
真夏の大冒険」この名
言から始まった、日本
スケートボードのメダ
ルラッシュはまだ記憶
に新しい出来事ではな
いでしょうか？
　オリンピックの活躍
もあり、今日本はスケートブームではないでしょうか。
そのブームに比例して、競技人口も増加していますが、
一方で増加とともにスケートボードを楽しむ場所が日本
中には足りていません。路上で行うとクレーム、警察と
の鬼ごっことスケートボードを楽しむマナーも問われ
始めているのは事実です。
　しかし、スケートボードの始まりは、ストリートであ
り、路上にあるセクションを滑走することが楽しみ方の
一つでありスケートボード醍醐味でもあります。今、藤
沢市に足りないのは、フィールドです。スケートボード
だけではなく、バスケットボール、野球、サッカー等を
公園でする場所もなく、近所の公園は、ボール禁止等、
子どもが遊ぶ場所がないのが現状です。路上でするの
は禁止、有料公園に通うのも子どもには厳しいのが現
状です。
　スケートボードだけでの考えではなく、海浜公園等
をアメリカカリフォルニアのように、ビーチ沿いに無料
でも使える各種多用のプレイグランドを作っていただ
けますと、日本中から藤沢市はやっぱりスポーツ都市
宣言しているだけあって、理解もあり、人気のある街に
なることは間違い無いでしょう。その中に、夕暮れの富
士山と江ノ島をバックにスポーツを楽しんでいる笑顔
があれば最高です。                                         （清水）

　2023年全日本卓球選手権大会神奈川県予選（小学６年
生以下の部）で個人３位に入賞しました。小学１年から本格
的に卓球を始め、６年生で初の全日本選手権大会本戦の代
表権を獲得しました。
　今年は、全国ホープス卓球大会県予選（小学生団体戦）と、
全日本クラブ卓球選手権県予選（小中学生団体戦）でも主力
選手として活躍して優勝し、全国大会本戦出場を決めました。
　練習は１日２時間の週５日、高谷小学校体育館や町内
会館、藤沢市のクラブチーム等で行っています。
　これからも、運動（卓球）も勉強も頑張ります。
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矢を放つ

醍醐味

藤沢クラブの皆さん

藤沢市立高谷小学校６年　坂田　光羽
さかた 　  みう

スケートボードの

全日本選手権大会
本戦の代表権獲得
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。
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